
４

言屁

淵
１
、
、

ぶ

５年 口
目
ハ
」

引
員
】

ぷ.415

月

4゛

みぷ

町民レクリエーション大会

千人が軽スポーツ楽しむ

　県レクリエーション地方大会を兼ねる第４回町民

レクリエーション大会が10月24日、町総合運動場で

約千人が参加して行われ、ソフトバレー、インディ

フフカ、スーパードツチボールのゲームやチヤレンジ

コーナーで各種軽スポーツを楽しみました。

踊るようにステッフをふむ(レッツ･フレー･バンフー)
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健
康
と
福
祉
の
祭
典

９ぅり
多
彩
な
催
し
に
４
千
人
が
来
場

W

⑩
言
言

●
最
優
秀
賞

　
「
健
康
が
牛
み
だ
す
笑
顔
　
｛
永
族
心

輪

千

小

●
優
秀
賞

稲

小

睦

小

●
佳
　
作

羽藤

ヽ/」月

り

藍
田
　
礼
子

阿
久
津
幸
恵

佐
藤
　
信
江

山
ノ
井
史
江

橋
本
　
　
香

山
川
　
　
梢

東
　
小
　
押
田

リ　リ

関
目

梨
又

歩
美

千
鶴

尚
美

北
　
小
　
島
田
　
裕
介

睦
　
小
　
佐
藤
　
美
幸

　
″
　
　
酒
井
　
美
恵

壬
　
小
　
斎
藤
あ
す
か

μ

坂
本

啓
太

　
　
　
　
　
　
　
南
天
中

●
佳
　
作
　
壬
生
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ﾀﾞ/

　
　
μ

　
　
μ

南
天
中

　
　
μ

μμμμ

　
″
　
　
若
林
　
雅
人

安
　
小
　
塚
原
　
智
明
　
　
●
佳
　
作

μ

神
来
　
智
也

五
十
嵐
康
之

●
最
優
秀
賞

　
「
健
康
は
　
て
き
ど
な
運
動
　
良
い

食
事
」
　
　
壬
生
中
　
阿
久
津
英
明

●
優
秀
賞
　
壬
生
中
　
飯
嶋
　
由
美

｀Wg

柏
倉
　
智
弘

荒
川
　
　
渡

大
田
原
　
恵

橋
本
　
知
真

矢
内
　
良
子

大
島
　
順
八

小
野
洋
．
朗

大
久
保
裕
子

金
丸
　
明
広

青
木
　
公
良

本
村
　
武
司

野
口
　
秀
一

石
原
由
加
環

坪
子
　
哲
哉

粂
川
　
祥
子

⊇
漸
識
づ

●
最
優
秀
賞

「
過
信
せ
ず
　
毎
年
受
け
ま
す
　
健

康
診
断
」
　
平
野
五
十
男
（
幸
町
四
）

●
優
秀
賞
　
佐
藤
　
芳
紅
玉
丸
ご

　
　
　
　
白
石
　
為
雄
（
緑
町
ご

柄
目
　
幸
子
（
上
通
町
）

渡
辺
　
清
雄
（
国
谷
こ

荒
川
　
　
博
（
台
　
宿
）

小
学
校
の
部
（
６
年
生
）

◆
最
優
秀
賞

‰
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囮回茜ぐし
多
ぜ
い
の
人
で
に
ぎ
わ
つ
た

指
人
形
劇

中
村
歌
舞
伎
一
座
の

熱
演
の
様
子

心〃

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ

た
子
フ
タ
さ
ん

　
「
心
万
中
の
や
さ
し
さ
を
　
あ
な
た

も
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　
　
　
　
　
東
　
小
　
関
口
　
千
鶴

◆
優
秀
賞
　
羽
　
小
　
荒
川
　
知
久

　
　
　
　
　
安
　
小
　
栗
原
　
暁
仁

　
　
　
　
　
　
″
　
　
山
崎
　
美
幸

　
　
　
　
　
　
″
　
　
神
水
　
達
也

　
　
　
　
　
　
″
　
町
田
　
純
一

　
　
　
　
　
藤
　
小
　
橋
本
　
由
美

　
　
　
　
　
稲
　
小
　
高
久
　
敬
子

　
　
　
　
　
　
〃
　
　
公
田
　
　
恵

　
　
　
　
　
束
　
小
　
高
山
　
岳
工

睦

心

雨
天
中

　
　
　
μ

　
　
　
μ

　
　
　
μ

　
　
　
リ

　
　
　
μ

⑤
繋
量
じ

佐
久
問
ゆ
ず
る

　
鈴
木
　
健
司

　
毛
塚
　
麻
衣

　
廣
瀬
む
っ
み

　
柏
倉
　
智
弘

　
互
井
真
由
美

　
坪
山
　
智
昭

μ

小
　
白
石
　
真
弓

　
　
窪
田
美
千
代
　
　
◆
優
秀
賞

　
　
石
川
　
犬
輔

◆
最
優
秀
賞

　
「
お
も
い
や
り
　
い
っ
で
も
　
ど
こ

で
も
　
だ
れ
に
で
も
」

　
　
　
　
　
渡
辺
　
請
雄
（
国
谷
⊃

朽
　
小
　
松
本
　
芳
幸
　
　
◆
佳
　
作

　
　
　
　
　
　
″
　
　
斎
藤
あ
す
か

　
　
　
　
　
　
″
　
和
貝
　
綾
子

　
　
　
　
　
北
　
小
人
島
　
弓
佳

子
甲
学
校
の
部
（
１
年
生
）

◆
最
優
秀
賞

　
「
だ
れ
に
で
も
手
を
さ
し
の
べ
る
や

さ
し
さ
を
」
南
火
中
　
原
石
毛
子
分

◆
優
秀
賞
　
1
7
.
生
中
　
八
木
洋
　
恵

　
　
　
　
　
　
″
　
　
黒
石
　
不
住

◆
佳
　
作
　
壬
生
中
　
荒
川
　
尚
子

　
　
　
　
　
　
″
　
相
田
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
″
　
　
鈴
木
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
″
　
柚
井
　
健
史

　
　
　
　
　
　
″
　
飯
野
　
由
記

荒
川
　
優
鈴
（
合
　
宿
）

平
野
　
和
子
（
幸
町
四
）

秋
津
由
美
子
（
下
　
坪
）

中
村
　
ミ
イ
（
今
　
井
）

石
川
梁
島

ぶ
Ｌ
汪
（
安
塚
中
火
）

久
子
（
稲
葉
下
馬
杢

∩
保
豊
撃
意
貰
じ

〈
嘱
託
医
師
〉

　
安
薬
　
之
孝
（
幸
町
二
丁
目
）

　
福
田
　
貞
男
（
緑
町
一
丁
目
）

〈
母
子
保
健
推
進
員
〉

　
丸
山
　
サ
キ
（
東
下
台
）

　
人
栗
山
美
子
（
至
宝
町
雨
）

　
人
橋
　
　
文
（
福
和
田
）

〈
栄
養
士
〉

佐
藤
　
紀
子
（
上
表
町
）

安
塚
献
血
合

○
き
落
涙
に
）

　
〈
福
祉
施
設
職
員
〉

　
　
瓦
井
　
敦
郎
（
せ
せ
ら
ぎ
学
園
）

　
小
牧
　
幸
子
（
　
　
″
　
　
　
）

　
内
山
　
潤
子
（
　
　
″
　
　
　
）

　
本
郷
　
敦
子
（
し
も
つ
け
荘
）

〈
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
〉

　
回
国
　
春
江
（
幸
町
二
丁
目
）

〈
ひ
ま
わ
り
会
〉

　
浪
漫
　
タ
キ
（
安
塚
⊃

〈
身
体
障
害
者
親
の
会
〉

　
佐
藤
　
益
一
　
（
安
塚
中
央
）

〈
社
会
福
祉
施
設
〉

　
●
社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会

　
●
社
会
福
祉
法
人

　
　
栃
の
本
会
・
特
別
養
護
老
人

　
　
ホ
ー
ム
し
も
っ
け
荘

〈
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
〉

　
駒
崎
　
敏
夫
（
幸
町
二
丁
目
）

〈
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
〉

　
安
田
　
　
包
（
幸
町
三
丁
目
）

□
〔
声
㈱
〕

〈
家
庭
介
護
〉

　
和
久
井
　
香
（
六
美
町
南
一
ご

　
後
葎
　
静
江
（
舟
　
　
町
）
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功
績
を
た
た
え
1
9
名
を
表
彰

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
た
受
彰
者
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
町
発
展
な
ど
に
功
績
を
残
さ
れ
た

方
を
表
彰
す
る
自
治
功
労
者
表
彰
式

が
１
１
月
２
日
、
受
賞
者
並
び
に
来
賓

多
数
の
出
席
の
も
と
役
場
医
庁
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
、
永
年
に
わ

た
り
本
町
発
展
に
寄
ソ
さ
れ
た
方
を

け
じ
め
、
他
の
模
範
と
な
る
行
為
を

さ
れ
た
方
な
ど
、
行
政
・
産
業
・
教

育
・
そ
の
他
各
方
面
に
お
い
て
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
、
広
く
町
民
に
周
知
い

た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
功
労
者
１
７
名
、
徳
行
若

２
名
の
１
９
穴
‥
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
、

清
水
町
長
か
ら
表
彰
状
及
び
記
章
、

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ニ
湊
〈
参
入

　
功
　
労
　
賞

○
１
５
年
以
に
福
祉
委
員
の
職
に
あ
っ

　
た
者

　
　
誹
合
　
ト
ク

　
　
　
羽
生
田
９
１
９
り
［
ａ
１
番
地

　
　
鈴
木
　
良
夫

　
　
　
　
北
小
林
２
７
４
番
地

○
２
０
年
以
卜
条
例
又
は
規
則
で
設
置

　
し
た
非
常
勤
特
別
職
に
あ
っ
て
功

　
漬
か
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

　
　
小
峰
　
　
馨

　
　
　
本
丸
二
Ｔ
目
１
０
番
７
号

　
　
船
橋
　
フ
ミ

　
　
　
珊
生
甲
５
９
７
番
地
２

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
町
議

　
会
議
員
・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
？
乙
久
雅
一

　
　
　
安
塚
２
０
０
４
番
地
１

０
通
算
に
よ
り
、
福
祉
委
員
・
国
民

　
年
金
協
力
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
石
黒
　
ミ
ト

　
　
　
中
央
町
１
５
蕎
６
号

○
通
算
に
よ
り
、
社
会
教
育
委
員
・

　
教
育
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
亀
田
　
和
己

　
　
　
北
小
林
Ｎ
Ｑ
Ｚ
番
地

○
通
算
に
よ
り
、
文
化
財
保
護
審
議

　
会
委
員
・
教
育
委
員
の
職
に
あ
っ

　
た
者

　
　
中
里
　
見
放

　
　
　
土
稲
葉
り
乙
ら
δ
４
Ｑ
″
番
地

○
通
算
に
よ
り
、
文
化
財
保
護
審
議

　
会
委
員
・
教
育
長
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
柚
木
　
　
恒

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
ヒ
ッ
石
７
９
０
番
地

○
2
0
年
以
ヒ
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

　
ら
れ
る
年
齢
5
0
歳
以
上
の
折

　
　
荒
川
　
和
子

　
　
　
大
師
町
1
4
番
凹
ゲ

　
　
植
竹
　
勝
美

　
　
　
羽
生
田
７
６
６
番
地

　
　
枝
　
　
茂
男

　
　
　
宇
都
宮
市
駒
生
町
７
６
５
酢

　
　
　
地
２
８

　
　
粂
川
　
睦
夫

　
　
　
上
田
４
１
１
番
地
３

　
　
粂
川
　
邦
夫

　
　
　
安
塚
８
５
９
番
地
1
6

　
　
佐
藤
　
悦
子

　
　
　
壬
生
甲
３
８
０
３
番
地
２
３

　
　
塚
田
　
征
夫

　
　
　
安
塚
ら
乙
０
７
［
Ｄ
番
地
４

　
　
中
鴫
　
治
美

　
　
　
元
町
４
番
1
3
号

　
徳
　
行
　
賞

○
町
に
１
件
1
0
0
万
円
以
上
の
金
品
を

　
寄
附
し
た
者
。
た
だ
し
受
益
者
の

　
当
該
受
益
に
関
す
る
寄
附
を
除
く
。

　
　
人
見
　
守
豊

　
　
　
宇
都
宮
市
庄
野
町
６
番
リ
フ

　
　
人
見
　
行
保

　
　
　
東
京
都
府
中
市
本
宿
町
四
丁

　
　
　
日
1
0
番
肘
号
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交
通
ル
ー
ル
は
守
ろ
う

睦
小
学
校
３
年

　
そ
の
日
、
わ
た
し
は
、
げ
と
さ
ん

ぼ
に
出
か
け
ま
し
た
。
げ
は
、

　
「
歩
き
だ
と
つ
か
れ
ち
や
う
か
ら
、

白
て
ん
車
で
行
こ
う
。
」

と
諮
い
ま
し
た
。

　
ほ
が
自
て
ん
車
を
運
て
ん
し
、
わ

た
し
は
、
後
ろ
の
に
台
に
の
り
ま
し

た
。

　
「
出
発
す
る
よ
。
」

　
「
う
ん
、
い
い
よ
。
」

　
あ
ま
り
車
の
通
ら
な
い
細
い
遺
跡

を
、
自
て
ん
車
は
走
り
出
し
て
い
き

幸
村
　
友
子

ま
し
た
。
り
ょ
う
が
わ
は
た
ん
ぽ
で

す
。
縁
の
い
な
ほ
が
、
風
に
な
び
い

て
い
ま
す
。
顔
に
あ
た
る
風
は
気
持

ち
よ
く
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
新
せ

ん
で
す
。
赤
々
黄
色
の
花
、
小
石
、

家
の
や
根
…
…
…
。
わ
た
し
は
、
は
か

に
も
な
に
か
な
い
か
な
と
思
い
、
遠

く
の
方
を
兄
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ま

り
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
わ

た
し
は
ミ

　
「
こ
こ
に
立
っ
て
も
い
い
。
」

と
母
に
き
き
ま
し
た
。
げ
は
。

　
「
気
を
っ
け
て
ね
。
」

と
ご
［
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
う
れ
し
く
な
っ
て
、
に

台
の
ー
に
こ
ち
ま
し
た
。
遠
く
ま
で

よ
く
け
し
き
が
見
え
ま
す
。
や
っ
た

あ
、
と
思
っ
た
と
た
ん
、
い
き
な
り

右
足
が
す
べ
り
ま
し
た
。

　
「
あ
ぶ
な
い
。
」

　
自
て
ん
車
ご
と
、
わ
た
し
も
、
母

も
、
車
道
の
方
へ
た
お
れ
ま
し
た
。

後
ろ
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ

て
、
車
が
走
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
お
け
さ
ん
、
後
ろ
に
車
が
末
て
い

る
よ
。
」

　
母
と
わ
た
し
は
、
大
急
ぎ
で
起
き

ト
が
り
、
白
て
ん
車
を
お
し
て
、
左

の
方
へ
よ
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
を
、
車
が

通
り
す
ぎ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
見

つ
め
な
が
ら
、
わ
た
し
は
、
ぞ
っ
と

し
ま
し
た
。
も
し
、
道
路
に
た
お
れ

た
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
車
が
通
っ

て
い
た
と
し
た
ら
…
…
。
考
え
た
く

も
な
い
こ
と
で
す
。

　
楽
し
い
は
ず
の
さ
ん
ぽ
が
、
い
や

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
に
着
い
て
、
ふ
と
も
も
の
と
こ
ろ

を
す
り
む
い
て
い
る
の
に
気
が
っ
き

ま
し
た
。
げ
の
ひ
ぎ
か
ら
は
、
ち
が

た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

　
き
ず
の
手
当
て
を
し
な
が
ら
、
今

の
で
き
事
に
つ
い
て
、
何
か
い
け
な

か
っ
た
の
か
話
し
合
い
ま
し
た
。
白
‥

て
ん
車
の
。
。
人
の
り
は
い
け
な
い
こ

と
な
の
に
そ
れ
を
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
、
白
て
ん
車
の
に
台
に

立
ち
の
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

-

い
け
な
い
こ
と
と
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
が
ら
も
、
二
人
の
り
や
立
ち
の
り

を
少
し
ぐ
ら
い
し
た
っ
て
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
だ
と
い
う
気
の
ゆ
る
み
が
、
こ

の
よ
う
な
嘔
を
ま
ね
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
じ
こ
に
な
ら
な
く

て
よ
か
っ
た
と
ほ
っ
と
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
は
、
交
通
あ
ん
ぜ
ん

に
じ
ゆ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
よ
う
と
反

せ
い
し
ま
し
た
。
自
て
ん
車
に
の
る

と
き
は
、
か
な
ら
ず
ヘ
ル
メ
ヴ
ト
を

か
ぶ
る
こ
と
。
二
入
の
り
を
し
な
い

こ
と
。
わ
た
し
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
と

い
う
気
持
ち
を
す
て
、
自
分
の
い
の

ち
は
自
分
で
守
る
ど
力
を
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
か
ん
じ
ま
し
た
。

３
歳
児
「
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
入
賞
者
を
表
彰

　
歯
科
保
健
状
態
の
向
上
を
図
る
た

め
、
今
年
か
ら
３
歳
児
検
診
を
受
診

し
た
お
ｆ
さ
ん
を
対
象
に
「
千
生
町

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
受
診
者
３
６
５
名
の
中
か
ら
1
0
名

■
最
優
秀

　
　
大
野
　
紘
佑
（
県
営
壬
生
住
宅
）

■
優
　
秀

　
　
入
江
　
　
弥
（
至
宝
町
南
）

が
入
賞
し
、
健
康
よ
く
し
ま
つ
り
会
　
　
■
優
　
良

場
で
表
彰
Å
を
行
い
、
賞
状
と
記
念
　
　
　
　
落
介

品
を
贈
リ
ま
し
た
。
な
お
、
鍛
優
秀
　
　
　
　
鈴
木

と
優
秀
に
な
っ
た
２
名
は
、
県
コ
ン
　
　
　
　
高
山

ク
ー
ル
に
椎
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
福
件

最
優
秀
賞
の
紘
佑
ち
ゃ
ん
（
右
）
と

　
　
畷
秀
賞
の
弥
ち
ゃ
ん
（
左
）

友
理
（
至
宝
町
北
）

綾
乃
（
駅
　
　
東
）

知
子
（
六
美
町
雨
一
）

健
太
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

都
富
　
健
気

　
（
西
　
部
）

梁
島
　
勇
太

（
県
営
和
生
住
宅
）

長
谷
川
弥
香

　
（
若
　
　
草
）

北
川
　
美
帆

（
県
営
壬
生
住
宅
）
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｢明日のあなたを考えて…

　年金はあなたが主人公です｣

　　国民年金には全員が加入７

　　　(日本国内に住む20歳以上60歳未満の人)

　　自営業の人はもちろん、サラリーマンやその奥さ

ーんも国民年金の加入者となります。

　　このようなしくみになっています

･一一自営業者→←‥-一一一一一一サラリーマン一←乙乙ぶti→

　※厚生年金、共済年金は上乗せして支給されます。

　平成３年４月１日からは今まで加入するしないは

任意だった学生も、20歳になったらすべて加入しな

ければならなくなりました。

保険料が納められない人は

　免除制度があります

のでごｷ目談ください。

免除の手続きをしてお

きますと、年金を受け

る精l利がf呆障されます。

　ただし、免除を受け

た期間の年金額は、通

常の古となります。

保険料は20歳～60歳に

なるまで納めます(40年間)

老齢基礎年金を受け
｜　るためには、この間最

　低25年以上の保険料を

納めること（保険料免

除期間及びカラ期間を

含む）が必要です。

　40年間納めて満額の

年金額となりますが、

それ貝ﾄ納めても年金

額は増えません。
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皆
さ
ん
の
納
め
た

　
　
　
　
　
保
険
料
は

・
年
金
支
給
の
財
源
に

　
現
在
受
け
て
い
る
お
年
寄
り
の
年
金

の
財
源
に
な
り
ま
す
。

平成４年度還元融資の状況

　６

簡易水道‥　……231意円

一般廃棄物　　1[]1億円

・
還
元
融
資
に

　
地
域
の
福
祉
向
上
と
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
施
設
等
の
整
備
資
金
に
融
資
さ
れ
て

こ
の
看
板
が
目
印
で
す

3億円病院事業スポーツ施設-一一5億円

栃木県分の融資総額

　　　147億円

国
民
に
共
通
の
基
礎
年
金

◆
３
つ
の
保
障
◆

老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た

期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
人

に
加
入
期
間
に
応
じ
て
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　
加
入
期
間
中
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
の
程
度
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　
未
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
十
八
歳
未
満

の
子
や
子
の
い
る
妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆年金額◆

　　(平成5年度)

ベ
バ
？

　
　
　
ｓ
。
こ
二

　
　
　
　
　
　
じ

●老齢基礎年金

　　737,300円

　　(月額61,442円)

●障害基礎年金

　　　｜級　921,600円

　　　(月額76,800円)

　　　２級　737,300円

　　　(月額61,442円)

●遺族基礎年金

　　　(母・子｜人)

　　　949,800円

　　　(月額79,150円)
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と適切な税負担の調整

総合的かつ辿切な調整措置を講じることによって

税負担の急激な増加を抑えます。

固定資産税

　〈土地関係〉

①住宅用地の課税標準の特例措置の拡充

　●一般住宅用地　　　　　価格の1/2→価格の1/3

　●小規模住宅用地（200�）価格の1/4→価格の1/6

②評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な

　課税標準の特例措置の導入

　●評価の上昇割　特例措置　評価の上昇の秤度に

　　合の高い宅地　な　　し　応じて

　　　　　　　　　　　　　　価格の3/4～1/2

③宅地について、よりならだかな税負担と

　なるような負担調整措置の実施

　・①～③の措置により、平成６年度から平成８年度

　までの各年度の固定資産税は、右上の算式により計

　算されることになります。

都市計画税

　〈土地関係〉

○住宅用地の課税標準の特例措置を新たに導入します。

　　　　　　　　　　　(現行)　　　(改正後)

　ｏ一般住宅用地　　特例措置なし→価格の2/3

　o小規模住宅用地　特例措置なし→価格の1/3

○固定資産税と同様の税負担の調整措置を講じます。

　　ｏ評価の上昇割合の高い宅地に対する

　　　暫定的な課税標準の特例措置

　　〇よりながらかな負担調整措置

　〈家屋関係〉

Ｏ固定資産税と同様に家屋の耐用年数の短縮などを

　行い、税負担を軽減します。

前年度の

謀税標準額
×負根調整率×模作=ｽﾞｽﾞ万1

〈家屋関係〉

○家屋の評価を見直し、税負担を軽減します。

　◆家屋の耐用年数の短縮

　　（代表例）　　　　　　　　　（現行）（改正後）

　Ｏ木　造　住　宅　　　　　　　24年→20年

　　　　　　　　　　　　　　　32年→25年

　○非木造　住宅・アパート（鉄筋）

　　　　　　　　　　　　　　　70年→60年

　　　　　事務所（鉄骨）　　　50年→45年

　　　　　工　場（鉄骨）　　　40年→35年

　◆非木造住宅・アパートの初期原価の引下げ

　　　　　　　　　　　　　　　（現行）（改正後）

　　　　　　　　　　　　　　　0.9→0.8

　◆在米分の家屋（既に課税されている家屋）の

　　　　　　　　　　　　　　　３％減価
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土地評価の適正化
　平成元年に成立した「土地基本法」において、公的

土地評価相互の均衡と適正化を図ることが定められ、

平成６年度に実施される土地（宅地）の評価替えは、

評価を全国一一律に、地価公示価格の７割程度を目標に

行われることになりました。

　今回の評価替えは適切な税負担の調整にあり、総合

的かつ適切な調整措置が講じられ、税負担の増加を極

力抑制したものとなっています。

・固定資産視とは、土地、家屋、償却資産の毎年１月

１目現在の所有者が、その資産がある市町村に、その

資産価値に応じて納める視です。

・固定資微視は、市町村税収入の約３分の１を占め、

市町村民視とともに、市町村がさまざまな行政サービ

スを行うための重要な財源となっています。

■土地と家屋については、３年ごとに評価替えが行わ

れています｡次の評価替えは平成６年度に行われます。

平成６年度の

=.土地の評価替え=ぃ･は………?……

　◆平成６年度の評価替えから、土地（宅地）の評価

は、地価公示価格の７割程度を目標に、評価の均衡化

・適正化を図ることとしています。

　く公的土地評価相互の均衡と適正化〉

●公的土地評価といわれるものには、①地価公示価格

　（国土庁土地鑑定委員会）、地価調査価格（都道府県）

　②相続税評価額（国税局）　③固定資産税評価額

　（市町村）があります。

●昭和60年代の急激な地価高騰の影響により、これら

の問の格差が大きくなって公的土地評価に対する不信

を招いていました。

●そこで、平成元年に成立した「土地基本法」におい

ては、公的土地評価相互の均衡と適正化を図ることが

はっきり定められました（土地基本法第16条）。

『

言

　〈地価公示価格の７割を目標〉

●固定資産税の土地（宅地）の評価は、この趣旨を踏

まえ、地価公示価格の一定割合を目標に、評価の均衡

化・適正化を推進することになりました（平成３年１

月に閣議決定された「総合土地政策推進要綱」）。

●この一定割合については、地価が女定していた昭和

50年代の「地価公示価格に対する固定資産税評価の割

合」の実績などから７割程度とすることとされ、地方

税法に基づき設置された中央固定資産税評価審議会と

内閣総理大臣の諮問機関である税制調査会の了承を得

たうえで決められたものです。

評価額はぺどこう士な………るぃ,づl

●地価公示価格の７割程度を目標とする上地（宅地）｀‾’

の評価替えの結果、評価額はかなり上昇することが見

込まれます。

●地域によって評価の上昇は異なりますが、全国平均

では約３倍程度になると予想されます。
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栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会

保
健
衛
生
功
労
者
な
ど
2
6
名
が
表
彰
さ
れ
る

１
０
月
２
７
目
、
壬
生
中
央
公
民
館
で

い
聞
か
れ
た
第
2
8
回
栃
木
地
区
公
衆
衛

み報

生
大
会
に
お
い
て
、
本
町
か
ら
次
の

２
４
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

広
大
会
長
・
保
健
所
長
表
彰

【
保
健
衛
生
功
労
者
（
個
人
）
】

　
〈
地
区
衛
生
組
織
活
動
〉

　
　
　
田
中
　
ミ
ヨ
　
（
城
南
）

　
〈
医
療
の
向
古

　
　
　
岩
卜
忠
利
（
安
塚
三
）

栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会
の
よ
う
す

　
〈
母
子
衛
生
の
向
上
〉

　
　
　
粂
川
　
里
子
（
安
塚
三
）

　
　
　
荒
川
ノ
リ
子
（
安
塚
且

　
　
〈
栄
養
改
善
事
業
〉

　
　
　
山
森
　
ハ
ル
（
幸
町
二
丁
目
）

　
　
　
上
野
　
育
生
（
幸
町
三
丁
目
）

　
　
〈
食
品
衛
生
の
向
上
〉

　
　
　
田
村
富
美
子
（
幸
町
一
丁
目
）

　
　
〈
環
境
衛
生
の
向
上
〉

　
　
　
大
島
よ
し
み
（
城
東
町
）

　
　
〈
水
道
事
業
の
向
上
〉

　
　
　
宮
崎
　
敏
勝
（
安
塚
ご

　
　
〈
狂
犬
病
予
防
〉

　
　
　
中
西
日
出
夫
（
六
美
町
北
）

　
　
〈
伝
染
病
ｒ
防
〉

　
　
　
荻
原
　
久
子
（
城
南
）

　
　
　
鈴
木
　
万
言
安
礁
二
）

　
　
　
野
口
　
栄
子
（
万
町
）

　
　
〈
浄
化
槽
事
業
の
向
卜
〉

　
　
　
水
井
　
正
成
（
城
南
）

　
【
食
品
衛
生
優
良
施
設
】

　
　
〈
食
品
衛
生
の
向
上
〉

　
　
　
青
木
　
　
茂
（
青
本
屋
）

　
　
　
山
川
　
恒
夫
宝
生
桜
寿
司
）

　
　
　
上
潭
　
貞
三
（
中
華
料
理
・
広
州
）

大
会
長
・
保
健
所
長
感
謝
状

【
保
健
衛
生
功
労
者
（
個
人
）
】

　
〈
医
療
の
向
上
〉

　
　
松
村
　
義
光
（
国
谷
外
道
）

【
献
血
功
労
者
（
３
回
献
血
）
】

有
馬
吐
淳
子
（
至
宝
町
南
）

田
中
　
和
男
（
至
宝
町
北
）

粂
川
　
原
子
（
安
塚
中
央
）

瀬
戸
　
洋
子
（
安
塚
二
）

赤
羽
根
勇
夫
（
安
塚
中
央
）

針
ケ
谷
良
一
　
（
六
美
町
北
）

渡
漫
藤
栄

公
夫
（
稲
葉
下
馬
木
）

弓
子
（
安
塚
二
）

協
会
設
立
2
0
周
年
記
念
大
会

ま
ど
か
、
遊
倶
楽
部
が
ブ
ロ

　
壬
生
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
９
月
１
９
日
、
町

協
会
（
渡
辺
清
雄
会
長
）
は
今
年
設
　
　
総
合
運
動
場
体
育
館
で
開
催
し
、
Ａ

立
２
０
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
大
会
　
　
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

と
し
て
第
２
０
回
町
長
杯
家
庭
婦
人
バ
　
　
に
１
１
チ
ー
ム
（
1
5
0
人
）
が
参
加
し
て
熟

胆『^浄

1
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Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
ま
ど
か
チ
ー
ム
Ｂ
フ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
遊
倶
楽
部

-

　
ま
た
、
大
全
で
は
、
世
界
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
問
題
の
坪

解
を
深
め
よ
う
と
国
際
医
療
協
力
局

エ
イ
ズ
医
療
情
報
室
長
の
桜
井
賢
樹

先
生
を
招
い
て
、
「
世
界
に
お
け
る

エ
イ
ズ
の
現
状
と
将
来
」
　
（
正
し
い

理
解
と
共
生
の
た
め
に
）
と
題
し
た

特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ッ
ク
優
勝

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｔ
成

－

礦
」

　
【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
優
　
勝
　
ま
ど
か
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
む
っ
み
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
優
　
勝
　
遊
倶
楽
部
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
わ
か
ば
チ
ー
ム

　
な
お
、
同
協
会
は
記
念
事
業
と
し

て
６
月
６
日
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
で
現
在
日
立
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
指
導
員
の
生
沼
ス
ミ
ヱ
、
加
藤
き

よ
み
両
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
き
、
基
本
パ

ス
を
中
心
に
技
術
を
学
び
ま
し
た
。



　％
４み報広

| | | | | | | | | | | | | | | | | l l l| | | | | | | | | | | r l l l
|| |||||lilllllllllll 11

食事と健康錬

･一一
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大
切
な
食
物
繊
維

　
食
物
繊
維
と
便
秘
と
の
関
わ
り
は

大
き
く
、
食
物
繊
維
が
少
な
い
食
事
、

つ
ま
り
残
さ
（
の
こ
り
か
す
）
の
少

な
い
食
事
が
続
く
と
便
秘
に
な
り
や

す
い
も
の
で
す
。

　
ド
の
表
は
、
１
０
０
ｇ
あ
た
り
の

食
物
繊
維
の
含
有
量
を
表
し
た
も
の

で
す
。

　
表
の
食
品
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る

食
物
繊
維
は
、
便
秘
の
予
防
を
す
る

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
あ
り

ま
す
。

　
〈
食
物
繊
維
の
は
た
ら
き
〉

●
食
物
中
の
コ
レ
ス
テ
四
Ｉ
ル
の
吸

　
収
を
防
ぐ
。

　
…
…
一
に
器
皿
圧
・
動
脈
硬
化
の
予
防

●
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
る
。

　
　
　
　
　
　
…
…
糖
尿
病
の
予
防

-

●
腸
内
の
有
害
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
。

　
　
　
　
　
…
…
大
腸
ガ
ン
の
予
防

●
消
化
吸
収
率
を
低
下
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
肥
満
予
防

　
昔
は
、
か
す
と
し
か
思
わ
れ
な
か

っ
た
食
物
繊
維
も
、
現
代
で
は
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
重
要
な
栄
養
素
と

し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食物繊維含有料(食品100 g 当たり)

　
加
工
食
品
が
増
え
、
柔
ら
か
い
も

の
を
好
む
人
た
ち
が
多
く
な
り
、
１

日
の
食
物
繊
維
の
摂
取
量
が
減
っ
て

い
る
今
日
、
わ
た
し
た
ち
は
『
食
物

繊
維
』
を
意
識
し
、
そ
れ
が
合
ま
れ

る
食
品
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
回
）

５０ｇ以jこ 寒天、黒きくらげ、ひじき

３０ｇ～ 干ししいたけ、あおのり、わかめ（干）

２０ｇ～ あまのり、まこんぶ、かんぴょう

１０ｇ～ いんげんまめ（乾）、そら豆（卓乞）、きな粉、切り干し大根

大豆（卓乞）、ごま、干し柿

５ｇ～

わかめ（生）、らっきょう、あんず（卓乞果）、バナナ（干）、

グリーンピース（缶）、落花生、ピーナツベター、糸引き納豆、

ポップコーン、栗（甘栗）、うずら（煮）、凍り豆腐、おから、

生しいだけ、おたふく豆、えんどう（ゆで）、押麦、えだまめ

３ｇ～
ファイベーパン、ぶどうパン、パン粉、干しそば、しらたき、

ポテトチップス、カシューナッツ、栗（生）、オクラ、かぼちや、

ごぼう、パセリ、めキャベツ、しめじ

心

栃
木
地
区
防
犯
大
会
で
表
彰

　
第
１
２
回
栃
木
地
区
防
犯
大
会
が
１
０

月
1
3
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
表
彰
受
賞
者
」
（
当
町
関
係
）

○
防
犯
功
労
者

　
人
見
　
　
武
（
栄
　
町
）

　
青
木
　
三
平
（
七
ツ
石
松
原
）

　
斎
藤
　
晃
（
落
　
合
）

　
井
上
　
貢
夫
（
緑
町
二
丁
目
）

○
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

《
小
学
生
の
部
）

蜜
　
賞
〕

　
伊
渾
　
洋
之
（
壬
生
小
５
年
）

鍋
　
賞
こ

　
人
山
　
恵
美
（
壬
生
小
６
年
）

《
中
学
生
の
部
》

蜜
　
営
こ

　
酒
井
　
康
博
（
壬
生
中
２
年
）

廠
　
音
こ

　
早
乙
女
貴
子
（
壬
生
中
３
年
）

　
篠
原
　
里
実
（
壬
生
中
１
年
）

扁
　
音
こ

　
伊
潭
　
敏
浩
（
壬
生
中
３
年
）

　
野
口
　
純
子
（
壬
生
中
３
年
）

程
　
狸

　
中
村
　
健
二
（
壬
生
中
３
年
）

　
本
間
芙
美
枝
（
壬
生
中
１
年
）

　
湯
渾
　
弘
幸
（
南
犬
飼
中
３
年
）



-

-

い広場
　
　
「
１
目
に
２
回
、
自
転
車
に
来
る

の
が
目
深
」
と
い
う
圧
．
郎
さ
ん
は
、

巾
が
あ
ま
り
通
ら
な
い
田
ん
ぼ
道
を

約
３
０
分
間
、
作
物
の
様
於
を
見
な
が

ら
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
遠
く
へ
足
を
延
ば
す
時
は
、

あ達者
ｶｯﾌjl
ﾝ]ｻ]ﾌ

⑩安塚－

鈴木
理一郎さん(88)
ﾌﾌｲ子さん(82)夫妻

ｿﾞ

3

こｽﾀ‾ｹ谷

　　犬苛苛尹｡

ﾖ鮭
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

ホームスティしてみたい

　緑町一丁目　羽生　千恵さん

　「子供の頃に入院した時、優しくしてくれた看

護婦さんへの憧れから、自然にこの仕事を選びま

した」という千恵さんは、猫協医科犬学付属病院

小児科のさわやか看護婦さん。

　この仕事をしていて嬉しいのは、退院した患者

さんの元気になった姿に接した時です。将来、ホ

ームスティしてみたいと抱負を話してくれました。

肌
◎
⑩
言

安塚小学校６年

　間藤　仁平



ふ才tあ，

ｙ

ヽ一

１
時
間
ぐ
ら
い
か
け
て
国
谷
や
上
長

田
の
方
ま
で
も
行
く
そ
う
で
す
。

　
７
０
歳
の
時
、
老
入
会
に
入
会
し
ま

し
た
が
、
入
っ
て
直
ぐ
に
会
長
代
堤

と
な
り
、
そ
れ
か
ら
７
～
８
年
老
人

会
長
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
お
風

呂
が
大
好
き
な
環
一
姉
さ
ん
は
風
邪

を
ひ
い
た
こ
と
も
な
い
そ
う
で
、
「
結

婚
し
て
か
ら
半
日
寝
た
こ
と
が
な
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
イ
子
さ
ん
は
、
裁
縫
や
編
み
物

が
大
好
き
で
家
事
の
手
伝
い
の
合
間

に
し
て
い
ま
す
。
農
協
婦
入
部
に
い

た
と
き
、
詩
吟
講
座
（
月
１
回
）
で

８
年
ぐ
ら
い
先
生
に
習
い
、
初
段
、

そ
し
て
中
溥
の
免
許
ま
で
取
り
ま
し

た
。
昔
は
よ
く
い
ろ
い
ろ
な
席
で
詩

吟
を
披
露
し
た
そ
う
で
す
。

　
今
年
で
結
婚
し
て
５
９
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
問
、
６
人
の
お
子
さ

ん
を
育
て
ら
れ
、
現
在
、
３
世
代
同
居

し
て
い
ま
す
。
２
人
と
も
何
で
も
食

べ
ま
す
が
、
ｍ
二
郎
さ
ん
は
甘
い
も

の
が
好
き
で
、
糖
尿
病
に
な
っ
て
か

ら
医
者
に
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
少
し
は

良
い
と
い
わ
れ
て
飲
み
出
し
た
「
コ

ッ
プ
ー
杯
の
水
割
り
が
夕
方
の
楽
し

み
」
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
ウ
イ
ス
キ

ー
も
「
子
ど
も
た
ち
に
も
ら
う
の
で

買
っ
て
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

チピッ子アjl,ハム

美佳ちゃん

-（４歳･３女）

よしみ
良美ちゃん

（７歳･２女）

美里ちゃん

(９歳･長女)

　
　
（
父
）
小
森
　
淳
男
さ
ん
（
母
）
千
鶴
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
表
町
）

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
素
直
で
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

兪
心
ち
や
①

員
）

作
響
子
討
）

　
　
（
母
）
若
　
林
　
ゆ
う
子
さ
ん
（
通
町
）

あ
佞
さ
ん
か
ら
の
一
言

　
　
姉
妹
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

13　広報みぶ

理
容
奉
仕
の
３
人
を
表
彰

　
　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
千
生
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
福
田

健
　
会
長
）
は
、
1
0
月
の
口
Ｉ
タ
リ

ー
職
業
奉
仕
月
間
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
と
し
て
、
町
内
で
長
年
、
理
容
奉

仕
活
動
を
し
て
い
る
中
村
順
子
さ
ん

（
北
小
林
）
、
川
出
千
鶴
子
さ
ん

（
安
礁
二
）
、
篠
原
利
喜
江
さ
ん

表
彰
さ
れ
た
写
真
右
側

３
人
目
か
ら
篠
原
さ
ん
、

中
村
さ
ん
、
川
出
さ
ん

（
女
塚
二
）
の
３
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
３
人
は
、
昭
和
６
０
年
に
グ
ル
ー
プ

で
奉
仕
活
動
を
始
め
、
６
３
年
に
壬
生

町
理
美
容
奉
仕
会
（
篠
旅
舎
三
全
長
、

全
員
４
６
人
）
の
結
成
に
参
画
。
以
来
、

そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
も
つ
け
荘
」

と
老
人
保
健
施
設
「
み
な
と
荘
」
を

年
６
回
訪
問
し
、
両
施
設
の
お
年
寄

り
約
１
４
０
人
の
無
料
散
髪
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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出
場
者
最
高
齢
の
鈴
木
長
さ
ん

の
ス
フ
ー
ン
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

（
9
2
識
）

広幸11み

り
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2
0
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
展
開

さ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　　　睦作業所生か梨狩り楽しむ

　障害者授産施設の睦作業所生が９月17日、六美町

の梨園で梨狩りを楽しみました。これは、小林製作

所（小林幹博社長）が、同作業所で部品の組み立て

を発注している関係で毎年招待しているものです。

　老人スポーツ大会

　　ゲームで親睦を深め合う

　壬生町老人クラブ連合会（粟島定治会長）主催の

第16回老人スポーツ犬合が10月７日、町総合運動場

で開かれ、スプーンリレーや紅白球入れなどをして、

全員相互の親睦を深め合いました。　　　　　　　　１

　40チームがマラソンソフト楽しむ

　10月9、10日の両日、町ソフトボール協会（塩渾

弘全長）主催の第２回「ゆうがおマラソンソフト

ボールinみぶ」が町総合運動場で開かれ、40チーム

が好プレーや珍プレーの楽しい試合を展開しました。

　町民歩け歩け大会

　　200人が朝の散歩楽しむ

　総合運動場を発着点として約4.4kmのコースをウ

ォーキングする第24回町民歩け歩け犬合が10月10日、

70歳以上のお年寄り34人を含む約200人の老若男女

が参加して行われ､朝の散歩を楽しみました。

金
２
千
４
７
８
円
④
　
梁
川
ひ
さ
様

金
８
千
５
３
４
円
⑩
　
渡
辺
寅
ハ
様

金
５
千
円
③
館
野
ミ
ヨ
・
須
藤
ト
ミ
拝

金
3
0
万
円
⑦
　
栃
木
地
区
遊
技
場
暴

　
力
追
放
協
議
今
様

金
１
万
２
千
円
④
ト
ハ
づ
八
ス
ト
様

金
１
万
円
⑤
　
壬
生
地
区
配
食
サ
ー

　
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
・
町
婦
人
今
様

金
５
千
円
　
　
㈲
早
乙
女
工
務
唐
様

金
玉
万
円
②
　
　
　
㈱
斎
藤
食
品
様

金
３
千
円
②
　
　
　
　
清
水
正
三
様

金
３
千
円
⑥
　
　
　
陶
芸
ク
ラ
ブ
様

金
４
千
円
④
日
光
彫
・
刻
字
彫
教
室
様

金
３
万
円
⑩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
今
様

金
４
万
６
千
４
２
１
円
　
緑
町
二
白

　
冶
金
体
育
部
・
婦
人
部
・
育
成
部
様

金
５
千
円
②
　
　
墨
絵
教
室
一
同
様

金
５
千
円
③
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
増

　
山
・
藤
田
・
柏
崎
・
安
納
小
谷
野
様

金
１
万
円
⑨
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

　
プ
虹
の
今
様

金
１
万
円
⑤
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

　
ー
プ
南
犬
飼
地
区
様

金
３
万
３
千
８
５
０
円
増
田
国
久
様

金
５
千
円
⑦
　
　
消
費
者
友
の
今
様

金
５
千
円
　
　
　
　
　
神
長
正
ハ
様

金
５
千
円
⑩
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃

　
木
県
第
1
8
団
様

金
５
千
円

寄
付
〈
社
会
福
祉
協
議
会
〉

　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

　
　
　
　
　
　
岩
田
幸
子
様



優
勝
の
坂
田
・
栗
橋
チ
ー
ム
（
写
真
中
夫
）
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坂田・栗橋チームが優勝

　第17回石橋地区消火競技大会が10月１日、町総合

運動場で開催。町婦人防火クラブ（大畑トシ会長）

の坂田寿子・栗橋和江チームが優勝し、危険物保安

協会選技のＪＡみぶ消防班一落合章男・鈴木健夫チ

ームも準優勝に輝きました。

熱
心
に
講
習
を
受
け
る

　
　
老
人
２
フ
フ
員
の
み
な
さ
硲

－－

■ ㎜

－

ｌ

一

一

－

建設業組合が道路清掃

　明るいまちづ｀くりに貢献しようと壬生町建設業協

同組合（佐藤昌男理事長）の組合員41人が10月23日、

県道宇都宮・栃木線（町総合運動場～おもちゃのま

ち）で清掃作業を行いました。

壬生町ゲートボール協会では、お年寄りの防犯意

：識も高めてもらおうと、町総合安全会・町防犯組合、

］栃木警察署の協力をえて10月12日、町総合運動場で

？開かれ、栃木警察署員チームも参加。昼休みには、

Ｊ坊本警察署嶋防犯課長の講話が行われました。

ｏ優勝　国谷外道　ｏ準優勝　北小林

ｏ３位　城舟・上長田

に
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

果
て
し
な
き
夢
と
知
り
つ
つ
求
め
し

は
望
み
を
つ
な
ぐ
宝
く
じ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

遠
き
日
に
父
と
荷
車
引
き
し
道
昨
日

の
如
く
虫
鳴
き
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

優勝の国谷外道チーム

　
　
　
短
　
歌

祖
す
り
て
み
れ
ば
不
作
は
実
感
と
な

り
て
寡
黙
の
雨
の
日
の
午
后

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
和
子

ｍ
ざ
ら
し
の
ポ
ス
ト
を
避
け
て
局
へ

ゆ
く
ブ
ル
ー
の
文
字
が
溶
ま
ぬ
よ
う

一

第
１
回
防
犯
運
動
大
目
ふ
大
会

文
化
協
会
文
芸
部
選

　お年寄りが安全運転学ぶ

　秋の交通安全運動期間中の９月29日、壬生自動車

学校で老人クラブ員を対象に運転マナー講習会が開

かれ、運転マナーの向上と自己流運転の反省、初心

に帰った運転の大切さを学んでいただきました。

　
　
　
俳
　
句

病
む
妻
を
寝
か
せ
て
よ
り
の
夜
長
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

そ
ば
の
花
山
の
く
ば
み
に
目
を
置
き

て
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

水
口
に
月
遊
ば
す
る
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
原
　
昌
子

柄
灯
を
消
さ
れ
て
夜
長
は
じ
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美
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人権週間12月４日～10H
　
　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
１
９
４

８
年
（
昭
和
２
３
年
）
１
２
月
1
0
日
に
国

運
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て

1
2
月
1
0
口
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
て
人
権
思

想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を
毎
年
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
各
関
係

機
関
お
よ
び
団
体
の
協
力
を
得
て
。

　
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
（
1
2
月
４
～
1
0
目
）
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
人
権
意
識
の
普
及

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
４
５

周
年
に
当
た
り
、
「
娘
４
５
回
人
権
週

間
」
と
し
て
　
①
国
際
化
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
ー

世
界
人
権
週
間
４
５
周
年
－
　
②
子
ど

も
の
人
権
を
考
え
よ
う
　
③
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
　
④
女
性
の
地
位
を

高
め
よ
う
　
⑤
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う
ー
－
の
５
項

目
を
強
調
事
項
と
し
て
全
国
各
地
で

集
中
的
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
週
間
を
機
に
、
と
も
す
れ
ば

日
ご
ろ
見
失
い
が
ち
な
人
権
に
つ
い

て
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
い
っ
そ
う

ズ
権
を
尊
重
す
る
意
識
″
を
高
め

-・

人
権
擁
護
で
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

年

６　田

月　遵

か

ら　武

今氏

年．＿

の　舟

８　町

月　｀－’

ま　は

で昭

の　和

９　５９

年
間
、
ま
た
、
松
野
　
幹
氏
（
安
塚

中
央
）
は
昭
和
６
２
年
７
月
か
ら
今
年

の
８
月
ま
で
の
６
年
間
の
長
き
に
わ

･ | | I I - - ･ I I I ･ ･ - . | | |

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
の
　
］

擁
護
、
人
権
思
想
の
普
及
高
橋
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
功
績
に
対
し
て
９
月
１
日
、

法
務
大
臣
よ
り
田
漫
氏
と
松
野
氏
の

両
名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
講
演
会

　
県
は
、
「
人
権
週
間
」
　
（
１
２
月
４

～
1
0
日
）
を
「
同
和
対
策
推
進
県
民

運
動
強
調
週
間
」
と
定
め
、
各
種
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日
時

で
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
１
２
月
２
日
困

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

◆
会
場
　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
　
○
同
和
対
策
推
進
県
民
運

　
動
「
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
」
入
賞

　
者
表
彰
　
○
同
和
対
策
推
進
県
民

　
運
動
「
人
権
に
関
す
る
作
文
」
入
賞

　
者
表
彰
　
Ｏ
「
人
権
に
関
す
る
作

　
文
」
鍛
優
秀
賞
作
文
の
朗
読
発
表

○
講
演
会

演
題
「
被
差
別
民
衆
の
担
っ
た
文
化

　
と
技
術
」
－
部
落
史
を
見
直
す
ー

講
師
　
桃
山
学
院
大
学
軟
投

　
　
　
　
　
　
沖
浦
　
和
光
氏

入
場
料
　
無
料

◆
問
合
せ
先

ナ
イ
タ
ー

　
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
第
９
回
壬
生
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
1
0
月
１
日
か
ら
１
６
日
ま
で

の
Ｈ
日
間
、
町
総
合
運
動
場
で
町
内

外
か
ら
1
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
Ｔ
凧
Ｏ
錆
」

優
　
勝
　
富
士
重
エ
サ
ッ
カ
ー
都

卒
優
勝
　
壬
生
Ｆ
Ｃ

一
　
第
３
慎

一

　　　　●●●●早口納　　国国都固

めが期．、民民市定
に阻に柔に

NMいＨｏｌ

　ム　　　９険－.、?:昌則詐３３

且ぢ言　盲男き

○　oj6ゝ　　　　　期
　　　　　Ｗ

12

月

の

納

一税一

等

ノ

タ

月

ゝ
ヾ
一
ノ

| l l l ~ － | l p - I I I I J I ･ | | ･ 〃

栃
木
県
県
民
生
活
部
同
和
対
策
課
　
一

四
〇
２
８
６
（
２
３
）
３
０
２
６

　
　
　
　
）

燭
協
医
大
メ
ッ
サ
ー
ズ

バ
カ
ボ
ン
ズ

二言

言

言言白才

　（　）内は前月比
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